
～大学と地域との新しい協働のカタチ～

参加

無料
日 時 平成29年11月25日（土）[13：30～16：00]

神戸市看護大学ホール（定員 500名）会 場

「地域住民と共に学び、共に創る」大学教育を推進するCOC事業（Center of 
Community)に取り組んでいる大学の事例紹介や、地域連携教育に参加する
学生・地域住民との交流や意見交換を行います。大学教育への参加に関心の
ある方、大学と協働して地域課題を解決していく方法を一緒に考えてみませ
んか？

※ひょうご神戸プラットフォームは、神戸大学を主体に、下記の団体が参画しています。
兵庫県立大学・神戸市看護大学・園田学園女子大学・兵庫県・神戸市・神戸商工会議所・兵庫県経営者協会・兵庫工業会・神戸新聞社

主催：神戸市看護大学 共催：ひょうご神戸プラットフォーム 後援：神戸市

平成29年度 神戸市看護大学COC市民公開講座

※お申込み・お問合せは、裏面をご参照ください。

13：00 開場

13：30 開会挨拶

13：35～14：35【第1部 取り組み報告「大学で活かす地域住民の力」】

大学と地域との協働により地域課題を解決する人材育成、大学による地域貢献を紹介します

・COC事業で採択され、特色ある地域との協働活動の事例紹介

高知大学：地域協働学部 准教授 中澤純治氏

地域連携推進センター 准教授 吉用武史氏

・教育ボランティアとして地域住民が授業に参加する唯一のプログラムの紹介

（神戸市看護大学 地域連携教育・研究センター 准教授 相原洋子氏）

14：35～15：00 コーヒーブレイク・ポスターセッション

お茶を飲みながら地域住民・大学教員・学生との懇親と交流をしましょう

15：00～16：00【第2部 リレートーク・トークセッション】

・教育と地域貢献の一体化を目指した学部教育からの学び
（学生：高知大学、神戸市看護大学）

・教育ボランティア導入授業、継続看護教育による看護観、職業選択への影響
（神戸市看護大学卒業生）

・地域住民からみた教育ボランティア導入授業に対する感想
（菅の台地域民児協会長 福田哲子氏/竜が台地域民児協会長 高橋千栄子氏）

トークセッションでは、互いに質疑応答、意見交換しながら大学と地域との連携を展望します



参加申し込み書 申し込み締め切り 2017年１1月17日（金）

ふりがな

お名前
※グループでお申し込みの方は、代表者名をご記入ください。

ご連絡先 参加人数 人


